
 

1 

 

平成２８年度第２回栗東市総合教育会議 

 

開催日時   平成２９年１月２０日（金） １５：３０～１６：５０ 

開催場所   栗東市役所４階第３・４委員会室 

市  長   議   長  野村 昌弘 

教 育 長          福原 快俊 

教育委員   職務代理者  内記 一彦 

       委   員  池﨑 忠夫 

       委   員  林  史代 

       委   員  田中 和子 

事務局出席者 政策推進部長（南）、元気創造政策課主幹(太田)、 

       教育部長（加藤）、教育部理事（野村）、教育総務課長（片岡）、

学校教育課長（西條）、学校教育課課長補佐（中川）、教育総務

課係長（相宗） 

 

片岡教育総務課長 

   それでは、定刻になりましたので、ただいまから平成２８年度第２回栗東

市総合教育会議を開会させていただきます。 

   平素は、皆様方に御多用の中、御出席いただきまして厚く御礼申し上げま

す。 

   次第に沿って進めさせていただきます。 

   まず、市民憲章の唱和をお願いいたします。御起立お願いします。 

   市民憲章はお手元次第に記載しております。前段を私が朗読いたしますの

で、後段御唱和をお願いいたします。 

（市民憲章唱和） 

   ありがとうございました。御着席ください。 

   それでは、続きまして、市長より御挨拶をお願いいたします。 

野村市長 

   改めまして、皆さん、こんにちは。 

   本日は、今年度第２回目となります総合教育会議をお願いしましたところ、

お聞きしておりますと、教育委員会の開会の後、大変お疲れのところ御出席

を賜りまして、誠にありがとうございます。 

   平素は、栗東市行政に、そして、教育行政に多大なお力添えを賜っており

ますこと、この場をお借りしまして御礼を申し上げるものであります。  

   さて、子どもたちを取り巻く環境というのは、まだまだいろいろなことが

あって、やはり、まず先に自分たちが知りたいことをするというところがあ



 

2 

 

り、我慢とか一生懸命やるとかいうことが、目標がある子どもたちについて

はそこを頑張るのですが、目標がない子どもたちについては、目標をつくる

までの時間がかかるということが、今、あるようでございます。 

   しかしながら、これから平成２９年度に向けまして、福原教育長のもとで、

教育方針、そしてまた、「きらりフルチャレンジ」の改訂版をどうつくって

いくのかという中で、しっかりと栗東市としての考え方や栗東市としての方

向づけが、教育委員の皆様方と一緒になってできたらということを、改めて

思っているところでございます。 

   どうぞ、限られた時間ではございますが、さまざまな角度での御指導をい

ただきますように、よろしくお願いを申し上げ、また、もう教育委員会の中

で説明等をしていただいておりますので、議論を中心にいろいろしていただ

けたら結構でございますので、冒頭に当たりまして、御礼の挨拶とさせてい

ただきます。 

   よろしくお願いします。 

片岡教育総務課長 

   それでは、議事に入らせていただきたいと思います。 

   まず、報告事項でございます。 

   第２期栗東市教育振興基本計画に係ります、パブリックコメントの実施結

果でございます。 

   ここからは要綱第四条の規定に従い、会議の議長を市長にお願いしたいと

思います。 

（議長：野村市長） 

   それでは、報告をお願いします。 

片岡教育総務課長 

   それでは、第２期栗東市教育振興基本計画に関わります、パブリックコメ

ントの実施結果について、報告をさせていただきます。  

   レジュメをめくっていただきまして、資料１でございます。  

   先般、１１月に開催しました第１回総合教育会議の席で議題とさせていた

だきました第２期栗東市教育振興基本計画でございますが、ここに掲げさせ

ていただきますとおり、パブリックコメントを実施させていただきました。  

   意見募集の期間といたしましては、平成２８年１２月２６日から平成２９

年１月１３日までの間で、市のホームページ、教育総務課窓口、市役所１階

の情報公開コーナー、各学区のコミュニティセンターに置かせていただきま

して、意見募集を行いました。 

   意見募集の方法といたしましては、郵送、ファクス、Ｅメール、また、持

参の方法によりました。 
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   意見募集の結果といたしましては、提出件数ゼロ件ということでございま

した。 

   以上、報告させていただきます。 

（議長：野村市長） 

   今の報告事項について、何かございますか。よろしいでしょうか。 

  それでは、議題に入らせていただきたいと思います。  

   １番目の、平成２９年度教育方針（案）について、説明をお願いします。 

片岡教育総務課長 

   それでは、資料２、平成２９年度栗東市教育方針（案）をごらんください。 

   これにつきましては、毎年３月議会の冒頭に教育長が説明されるものでご

ざいます。 

   構成といたしましては、「はじめに」ということで、まず、今現在の取り

巻く状況等を説明させていただいております。 

   ３つの重要な柱といたしまして、まずは、「人権同和教育の推進」をあげ

させていただいております。２番目に「学校教育」、３番目に「生涯学習」

をあげさせていただいております。 

   具体的な取り組み方針といたしまして、８つの項目についてあげさせてい

ただいております。 

   １番目「人権教育の推進」、２番目「就学前教育の充実」、３番目「学校

教育の充実」、４番目「生涯学習の充実」、５番目「青少年の健全育成」、

６番目「生涯スポーツの振興」、７番目「市民文化や芸術活動の振興」、８

番目「文化遺産の保護と活用」です。 

   ３番目の「学校教育の充実」のところで、特に第２期栗東市教育振興基本

計画（案）の中でも申し上げましたとおり、平成２９年度からの部分で大き

く学校栗東市学力調査等、あるいは、外国語活動の「外国語化」を見据えた

内容の部分で書かせていただいております。これらにつきましては、２番目

の議題で詳しい内容を説明させていただきたいと思います。  

   以上、栗東市教育方針（案）について、説明をさせていただきました。以

上でございます。 

（議長：野村市長） 

   教育委員会の中で御議論をいただいておりますが、何かございましたらよ

ろしくお願いします。 

福原教育長 

   失礼いたします。私の方からは、教育方針（案）の最初の「はじめに」の

部分を私の考えも含めて説明申しあげます。 

   初めの前半の部分は、以前にもございましたが、まず、現在の社会的な状
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況、人口減少、少子高齢化、それから、核家族化、ライフスタイルの多様化、

価値観の多様化等、これからの人材を育成していく状況が変わってきている

ということについてでございます。 

   「とりわけ」以降の部分でございますが、自然災害の多発によって、人と

人とのつながりの問題、それから、自助、互助、共助という、そういう公助

だけに頼らない社会のあり方というものを考えていくような必要があるので

はないかということでございます。 

   それから、高度に情報化しているインターネットやスマートフォンなどの

普及によります、子どもたち、家庭地域のコミュニケーションの変化という

ことでございます。それが、子どもたちの人間関係、あるいは、学ぶ意欲や

学力、体力に及ぼす影響、または、規範意識の低下ですとか、基本的な生活

習慣ですとか、いじめ、虐待、不登校などの問題に複雑に関連してきている

という問題でございます。 

   また、これは新たに加えました部分で、例えば、歴史文化遺産、世界遺産

ですとか文化遺産ということで、我が国の伝統文化への関心が非常に高まっ

てきている状況や東京オリンピックの開催等によります外国との交流の機会

増加でございます。こういうものを踏まえた個性と多様性を尊重する、そう

いう社会に適応できる人をつくっていかなければいけないであろうというよ

うな課題を、設定させていただきました。 

   それから、後半で、教育は、一人ひとりの人格の完成であるという部分に

ついては、国家や社会の形成に向けて、主体的に、自分から進んでかかわっ

ていけるような人を育てていかなければいけないということでございます。 

   また、一人ひとりが自分が大事だと思うのと同じように、他の人も大切に

するというような人権教育を基本にしました。さらに、それを社会にどのよ

うに役立てていくかという、そこでも主体的に生きる人づくりをはかってい

くとしております。変化の激しいこれからの時代を、自分が主体的に未来を

切り開いていくような、そういう意味でたくましい生きる力を育んでいくと

いうことを目指していきたいということを盛り込ませていただきました。  

   いじめの問題、不登校の問題等についても積極的に対応していくというこ

とでございます。そして、今回の総合教育会議について、新しい教育委員会

制度のもと、これを積極的に生かして、市長さんと教育委員会が力を合わせ

て栗東市の教育のこれからを切り開いていきたいということを、教育方針

（案）の中に盛り込ませていただきました。  

   繰り返しになりますが、説明させていただきました。 

（議長：野村市長） 

   ありがとうございます。 
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   もし、御質問がなければ、続いての説明にいっていただいて、それぞれ御

意見をいただくような形にしてよろしいですか。  

   それでは、２番目の「くりちゃん元気いっぱい運動」について、「きらり

フルチャレンジを中心に」と書いてありますが、その説明をお願いしたいと

思います。 

西條学校教育課長 

   この件に関しましては、学校教育課から説明をさせていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

中川学校教育課課長補佐 

   失礼します。資料の最後に絵を付けさせていただいています。スライドを

前に映しておりますが、お手元に同じ絵があるかと思います。まず、前段は

この絵に沿いまして、少し概要を説明させていただきます。  

   来年度以降の学校教育課所管事業の中で、現在計画しているもののうち、

本日は「くりちゃん元気いっぱい運動事業」の小中学校の「きらりフルチャ

レンジ」について説明をさせていただきます。  

   おかげさまで、「くりちゃん元気いっぱい運動」の中でも大きな事業とし

進めてきました「きらりフルチャレンジくりちゃん検定」につきましては、

資料の１「現状と背景」に示しましたとおり、児童、生徒、保護者、市民の

皆様に一定浸透し、学習習慣の確立に大きな役割を果たしてきております。  

   最終の認定率は、小学校において１００％、中学校では９５．７％と、こ

の数年で大きく伸びてきました。丁寧に書く、正確に計算するといった基礎

的な力を身につけ、検定という一定のシステムを通して、今では子どもたち

が自信や達成感を実感できる取り組みの一つと言えます。今後は、さらにこ

の取り組みを発展させる必要があるかと思います。 

   その背景として、一つは、新学習指導要領の改訂があります。資料の１番

にも書きましたとおり、今後は、知識、技能の習得はもちろんのこと、理解

していることやできることをどう使うか、知識を活用し、どのように社会や

世界と関わるかといった力を育成することが求められます。  

   これらを見据え、市内の学校では、授業改善に取り組み、特に小学校での

授業改善は、この数年間で充実してきたと言えます。今後は、小学校の取り

組みを踏まえ、中学校における授業改善を一層進めることが求められると、

学校教育課では考えております。 

   来年度から、向こう３年間の「きらりフルチャレンジ」の実施内容を、資

料２番「実施内容」にまとめました。 

   小学校では、これまでの「くりちゃん検定」を継続し、さらに、検定等を

活用して、家庭学習において、みずから目標を立て、主体的に学習する力を
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身につけるよう取り組みを一層進めたいと思います。  

   中学校では、小学校で身につけた力をもとに、活用する力の育成を目指し

てさらなる授業改善に取り組みます。この手立てとして、市内中学２年生を

対象に、国語、数学、英語の教科を学力調査していきたいと思います。これ

を、「中学校新きらりフルチャレンジ栗東市学力調査」というように名付け

て実施していきます。学力診断から授業改善、それから、個別支援へとつな

げることで、学力向上に取り組みたいと考えております。 

   中学校においては、個別の支援の充実に向けて、放課後学習支援員を新設

しまして、支援員の派遣によって、生徒の学力補充についても学校教育課が

バックアップしていきたいと思っています。  

   達成目標等については、資料３に示すとおり計画しております。 

   今回、中学校で栗東市学力調査を導入するに当たりまして、先進地を視察

しました。それらの報告と学力調査の内容について、もう少し踏み込んで御

説明させていただきます。 

   では、前のスライドをごらんください。 

   去る１２月２２日ですが、学校教育課では、先進的な教育委員会を視察す

るため、静岡県の吉田町教育委員会を訪問いたしました。この方が吉田町の

浅井教育長でございます。平成２６年以降、浅井教育長が精力的に進めて来

られた「吉田町ラーニングプラン」を中心に、説明いただきました。  

   なぜ、吉田町を先進地に選んだかと言いますと、今回、栗東市が進めるよ

うに、町独自の学力調査を行っていたことと、この調査結果を効果的に学校

の授業改善や教育委員会の施策に生かしておられるということからです。  

   吉田町は、小学校３校、中学校１校で、だいたい、栗東中学校区ぐらいの

小さな規模の町でございますけれども、取り組みを始められたのは平成２６

年度からでございます。その前年でありますが、全国学力学習状況調査の結

果が芳しくなかったということを受け、教育委員会が主導で、教員の意識改

善や家庭学習の習慣化に向けた働きかけを積極的に行ってこられました。写

真にありますように、この後ろの白板は、平成２５年度より教育長が考えら

れている教育施策について、順番を追って書いていてくださいまして、「ち

ょうど、今年度はこういうことをしている。」というようなことを、平成 

３２年度までを見据えて説明いただきました。 

   ここに書いております、「アセスメントを教育施策に生かす」について、

さまざまな評価、分析したものでございますが、そういうものをちゃんと教

育の施策に生かしておられ、効果を挙げておられるというようなことでござ

います。 

   実は、栗東市においても、平成２６年度以降、「学ぶ力向上担当者会」と
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いうのを立ち上げて、それぞれの学校が学力向上のために一層取り組んでき

たというようなことでございますし、委員会としても働きかけを行ってまい

ったところです。どの学校も分析をして目標設定をして、授業改善等に取り

組んでいるというところですが、学校教育課では、これまでの「学ぶ力向上

担当者会」の取り組みを見直す中で、学力調査等の分析が、果たして妥当な

のかという問題があります。あるいは、その分析をどこまで具体的にその授

業に落とし込むことができているのかというようなことについて、思慮して

きた次第です。 

   この疑問は、全国の教育委員会でも抱えている問題であろうと思うのです

が、吉田町は、数ある学力調査の中でも、総合学力調査というのを採用して、

その分析や、分析を担当しているその担当者とともに教育の施策をつくった

ということでございました。 

   浅井教育長は、分析結果、アセスメントをうまく教育施策に生かせるよう、

行政の職員と指導主事がペアで、それぞれのよさを発揮しながら各施策を進

めるよう、工夫されておりました。また、データに基づいて授業改善を進め、

教員の意識を大きく変容させたというようなことも、この中でお話いただい

ております。 

   それでは、吉田町で採用している学力調査、総合学力調査を説明させてい

ただきます。先ほど見ていただきました資料の中にも、授業改善検証のサイ

クルというようなことを書いておりますが、このようなサイクルを学力調査

をもとに、その結果を分析してプラン、計画を立て、授業をし、その授業が

妥当なものであったのか、子どもはどういうふうな反応をしたのかというこ

とを評価し、その評価に基づいて、もう少し授業を改善し、そして、また次

年度の学力調査、これは中学校３年生で実施する全国学力学習状況調査にな

るかと思います。これにより、学力向上のこういうサイクルを回せるように、

総合学力調査をやっていきたいと思います。 

   学力調査の問題についてでございますけれども、ちょうど、この視察の前

日でありますけれども、学習指導要領に関わる中教審の答申が、平成２８年

１２月２１日に出ました新しい学習指導要領では、「何を知っているか。」

「子どもたちは何ができるようになるのか。」といった観点で授業をつくっ

ていくということになります。また、「どのように学ぶか。」ということは、

一昔前の黒板とチョークで学ぶのではなく、仲間や先生、いろいろなゲスト

ティーチャーと対話、あるいは、論議、討論によって学びを深めるというよ

うな、主体的な学びが求められるようになります。 

   また、単に教えてもらったというわけではなく、何が身についたのかをし

っかりと評価していくということを、より一層求められるような状況になっ
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てきました。 

   こういうことを受けまして、学力調査の中身でございますが、手元にあり

ますものは小学校のものになりますが、日常とか学習場面にある場面設定を

して、その複数の情報の中から必要な情報を選択し、正しく説明してもらい

ます。この「正しく」の意味は、子どもたちが今、すごく苦手とする、根拠

を明確にして、論理的に説明するというようなことを指します。 

   また、その回答については、他者を意識してわかりやすいものでないとい

けないというような形です。今まで私たちが受けてきた学力調査とは異なる

ような問題構成で、今後、求められる力を困るというような内容になってお

ります。 

   また、この学力調査については、「国語」、「数学」、「英語」の教科で

実施しますが、教科学力だけではなくて、子どもたちへの質問紙も実施しま

す。例えば、「どのくらい勉強していますか。」、「本を何時間読んでいま

すか。」というような質問でございますが、これらを学びの基礎力とか、社

会的実践力、学級力、家庭学習力などに分けて分析を行っていきます。 

   特に３つ目の学級力、今回、新しい学習指導要領の中では、アクティブラ

ーニングというものを求められています。どのように学ぶかという部分であ

りますけれども、まさに、先生の話がアクティブになるのではなくて、子ど

もたちの頭の中がアクティブになるような学びの過程を、授業の中で展開す

る。そのためには、学級の力が必要になってくるということです。子ども同

士仲が良いのか、支え合っているのか、対話ができる素地があるのかという

ようなことも調査し、分析します。 

   これらについても、分析結果が出てくるということでありますので、「国

語」、「数学」、「英語」の先生方だけでなくて、もっと他の教科、あるい

は、担任もこの分析結果を見て学ぶことができるような構成になっています。  

   また、最後のスライドでございますが、その分析の中の、特に特徴的な部

分というのは、吉田町の教育長も言っておられましたが、４層分析にあるの

かと思います。４層分析というのは、学力層を上位から順に２５％ずつ４層

に分けて分析をして、そのＡ層とＤ層の開きの大きさ。真ん中のＢ・Ｃ層が、

Ａ層側にいるのか、Ｄ層側にいるのか、どっちに寄っているかに着目して、

「授業はどういうふうにしていったら良いのか。」、「スモールステップで

進んでいく方が良いのか。」、「より発展的な問題を用意してチャレンジさ

せるのが良いのか。」といった、具体的な授業の改善が図られるような分析

ができるということです。吉田町の先生方は、非常に深く分析を読み込んで

授業に落とし込んでおられるということを、この間の視察で勉強させていた

だいた次第です。 
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   このようなものを採用させていただいて、できましたら、来年度この「新

きらりフルチャレンジ」を実施することを通して、中学校におけますより一

層の授業改善に努めていきたいと思っております。 

   以上、雑駁ではありますけれども、来年度の事業の中身について、説明さ

せていただきました。ありがとうございます。  

（議長：野村市長） 

皆さんから御意見を伺いたいと思います。  

   教育方針（案）で、上から１、２、３、４、５、「近年、地震水害など」

となって、「自助」の後の部分で、「これらが困難な場合に、公助が必要と

されるものへ転換する」について、「自助・共助・公助の必要性が」という

ようなことがずっと言われているのですが、今までと整合させていく方が良

いと思います。 

福原教育長 

   はい。わかりました。 

内記教育長職務代理者 

   市長におかれましては、教育事業全般につきまして御尽力いただいていま

すことを、まずは御礼申し上げます。 

   教育委員会として市長にお願いすることは、この平成２９年度の事業、

「新きらりフルチャレンジ」です。ちょうど中学校における取り組みの改定

も合わせまして、内容的には、我々も教育委員会で協議をさせていただいて

いるのですが、市長におかれましては、平成２９年度の予算に対しまして、

財政的な面もありますが、できる限り、予算配当をお願いしたいということ

でございます。よろしくお願いしたいと思います。  

（議長：野村市長） 

   学校の改善・修繕を含めて、私からもお願いしているところです。 

エアコンの設置も、設計について予算化を言っております。 

今、そういう方向に、精いっぱい、努力していきたいと思います。 

林委員 

   私も、先ほど言っておられた「自助」や「共助」があって、まずそちらが

先で、その後に「公助」が来るというような言葉にしていただければと思い

ます。 

（議長：野村市長） 

   今まで市の中で台風１８号を教訓にやってきたこと。それから、言ってき

た言い回しとかありますので、その点の整合は図ってもらいます。 

林委員 

   教育方針（案）についてお話させてもらいたいのですが、「就学前教育の
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充実」というところで、「子育てのための１２カ条」等についても力を入れ

てやっていただいていますが、以前、私がＰＴＡの役員をしているときに、

池﨑委員からＰＴＡの役員とお話をしたいということで、「子育てのための

１２カ条」の話をしていただく機会をもっていただいことがありました。そ

うしましたら、やはり紙で読むのとは違って、実際にいろいろなお話を聞い

たら「なるほど。」と思うことがありました。ＰＴＡの役員からは「そうい

うことは、すごく必要です。」と言われ、特に「就学前の子どもの時から親

は意識を変えていかないといけない。」という感想を持たれました。やはり、

私たち教育委員からも、何かアクションしていけることがあれば一番良いと

思います。ＰＴＡ役員や保護者に、そういったものがうまく浸透するような

システムというものをつくっていかないと、市がいくら啓発しても、広がっ

ていかないと少し感じるところであります。もう少し何か良い方法を考えて

いただきたいと思います。 

   それに加えて、「きらりフルチャレンジ」について、すごく良い取り組み

だと思います。どういう方法で授業を進めていくかとかいう方針につながっ

ていくのであれば、良いことだと思います。また、その学力調査の個人プリ

ントや、放課後学習支援員の設置は費用がかかりますので、予算化について

私たちも応援させていただきたいと思います。ぜひ、市長にはお願いしたい

と思っております。 

西條学校教育課長 

   「子育てのための１２カ条」に関わっての話ももちろんですが、若い親の

世代の方を対象に、さまざまな機会を捉えて、それぞれの立場の者が話をさ

せていただきに出向いている状況がございます。  

   例えば、「いじめ対策参事員」については、子育ての重要な躾の部分であ

ったり、基本的な生活習慣を身につけさせるために「子育てのための１２カ

条」は非常に大事だという話は、それぞれの「保育園・幼稚園・小学校」の

ＰＴＡの役員を対象にお話に出かけたりということで、年間、非常に多くの

機会をいただいているところであります。  

   委員が御指摘されたように、今後、一層ＰＲをさせていただいて、いろい

ろなところでそういう話をさせていただく機会を増やしていければと考えて

いるところです。 

（議長：野村市長） 

   予算の関係は、先ほど申し上げたとおり、頑張ります。私の思いもいつも

教育長にもお伝えをしながら、皆さん方に御理解いただけるようにしていき

たいと思っています。 

田中委員 
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   １月１３日に、文部科学省主催の協議会がありまして、参加をさせていた

だきました。滋賀県からは１人の参加で、新しい教育委員会制度についても

説明を受けてきました。 

   私が栗東市で今まで経験させていただいた会議の中では、市長と教育長と

教育委員の関係が、非常に意思疎通されていますし、文科省の説明では、他

の都道府県の各市町村の教育委員会のあり方は随分違うと感じました。その

点は、とても安心をしましたし、うれしいと思うところです。     

また市長は、市民一人ひとりの満足度、幸福度を考えているということを

表明されており、その裏づけが予算でありますが、よろしくお願いしたいと

思います。教育は土台ですので、継続していただきたいと思っております。

以上です。 

（議長：野村市長） 

   週３日は、私と教育長を交えた打ち合わせを１５分程度実施しています。

この総合教育会議も大事な会議ですが、普段のそうしたつながりがあってこ

そ、次のステージに行けるものと思っています。 

   予算化については、できることはしますが、できないことははっきりでき

ないということです。査定のときも言っていることは「子どもたちの学業、

学校生活において、支障を来すようなことは、早く直してください。」とい

うことです。現場でももう一度確認してもらっています。 

池﨑委員 

   「きらりフルチャレンジ」については、１０年前から取り組まれており、

今度、これをもとにして改変をされて新しく取り組んでいくということであ

りますが、さらに一層効果のあるものにしていただくように期待をしており

ます。 

   また新しい取り組みは、３年間実施となっておりますが、これは、３年た

ってその内容を見て非常に有効だなということになれば、引き続いてまた実

施していくということなのでしょうか。  

西條学校教育課長 

   ３年間でこの事業の評価をし、効果的にこの事業が活用できるというよう

に検証できれば、対象学年の幅を広げる。場合によっては、小学校の方にも

広げていくと考えています。 

   そのためには、３年間状況を見る必要があるというものが、当課の考えで

ございます。 

池﨑委員 

   わかりました。また、よろしくお願いします。  

   そして、これを実施していくに当たっては、学力調査の分析、改善、検証
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についてきっちりとやって行かれるわけですが、そうなりますと、現在の採

点業務については大変負担がかかっているようですので、さらに細かく検証

して授業の改善につなげていくとなると、人の確保や経費にかかわる問題も

あります。人員の確保を考えておられるのですか。 

西條学校教育課長    

先ほど、説明をさせていただいたように、従来の「きらりフルチャレン

ジ」の「くりちゃん検定」については、小学校で実施を継続していたします。

これの採点業務については、当課の職員やボランティアの多くの方が御協力

をいただいておりますので、採点業務は今年度までと同様に対応できると思

います。 

   先ほど紹介をさせていただいたこの学力調査については、業者委託を考え

ております。したがって、それのための採点業務等は、全て業者に委託を考

えているところです。 

池﨑委員 

   わかりました。負担が相当かかるような感じがしましたので、業者委託と

いうことを言われておりますので、そこはうまく実のあるものになるように、

継続をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

福原教育長 

   今、学力向上ということを一つメインに今お話いたただきましたけれども、

これが一つの課題であると思います。私の思いとしましては、栗東市の子ど

もたちが中学校を卒業した後、栗東市以外の子どもたちと一緒に勉強して競

争して、十分な力の発揮できるような学力と、学習の意欲と生活の習慣を身

につけて、本当に自分から進んで主体的に生きていける、自分の未来を切り

開いていってもらえるような力・学力を身につけてほしいと思います。 

   また、先ほども学校教育課から話が出ましたけれども、英語教育に対応し

ていくことが必要です。現在の中学校２年生の子どもたちが大学の受験をす

るころには、英語の試験の仕方が全く変わってまいります。そのときに、栗

東の子どもたちが不利なことにならないように、十分に対応していきたいと

考えているところでございます。 

   そういう意味で、これからいろいろな取り組み、改革を進めていきたいと

思いますので、委員の皆様、それから、市長にも十分御理解をいただいて、

御協力をお願いしたいと考えているところでございます。以上でございます。 

田中委員 

   学力調査のイメージとして、中２の４月・５月に３教科の学力調査をし、

その結果を、１カ月かかかって分析をして、それを、今度は各学校の授業研

究会に落とすということになりますか。中学校は、小学校と違って各教科の
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目標があったり、特性があったりするので、その辺は、今まで中学校では難

しかったからなかなか進まなかったので、今回、そこを着手しようというこ

とで、学力向上意欲につながるので、期待をしているところです。 

   中学校の難しさというか、授業研究会に落とすときに御苦労があろうかと

思うのですけれども、何か具体的な手立てを、今現在、考えていらっしゃる

ことがあるようでしたら、教えていただきたいと思います。 

中川学校教育課課長補佐 

   田中委員の御指摘のとおり、中学校では、なかなか困難なものがあり、教

科の壁を乗り越えて学校一丸となって授業改善をしていくということは、３

中学校どこも苦脳しております。ワンテーマで、学び方、学ぶ形から入って

いる葉山中学校、小中の連携で学力向上というような栗東中学校、栗東西中

学校は、「アクティブラーニングを各教科で進めていくためには」というよ

うなテーマで、それぞれ工夫をされていますが、やはり、一丸となりきれな

い部分の難しさもありました。 

   今回、３教科を選定しまして、できましたら学校教育課の「授業研究会」

と「教育研究会」という任意の団体の授業研究会、それぞれがいろいろなこ

とをしているというものが一本化されて、しかも、市内統一でこの方向に向

かってというような形にならないかという思いです。その中で、各教科の学

び、先生方の授業改善に向けた研修が深まって、学校の中全体に広げていけ

ればという思いでおります。まずもって、各教科の学びを、もう一回やり直

そうという思いで、この仕組みを取り入れていこうと考えたわけでございま

す。 

   また、田中委員がおっしゃられるように、４月・５月の段階で、早く調

査・分析をし、それを市全体、中学校の先生方に分析は早く下ろしていける

ように、業者と協力しながらやっていきたいと思っております。  

   本当に、激励のお言葉をいただきまして、身の引き締まる思いでございま

す。どうかまた、御協力のほど、よろしくお願いいたします。  

林委員 

   勉強しても積み重ねは難しいです。小学校から「きらりフル」をずっとや

ってきても、実際問題、学力定着しない子どもがおられるので、その点に関

しては、何か考えておられるのか教えていただきたいです。 

中川学校教育課課長補佐 

   御指摘のとおりだと、本当に痛感しております。  

   この学力調査でも、個々のつまずきが見えてくると思います。そのつまず

きをどうしたらわかりやすく、その特性に合わせて子どもたちにわかっても

らえるのかというところについて、授業研究会で教員同士がいろんな指導法
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をめぐって話をするということが、最も大事な部分だと思っています。 

   ３５人学級の授業の中で、それぞれの子どもに合わせた授業を展開するこ

とは難しいことです。しかし、全体の傾向をこの４層の構造で把握すること

によって、Ｂ・Ｃ層の子がＤ層に寄っていたら、もっとスモールステップで

「ここの部分はこうしなければならないのではないか。」という具体的な話

ができるのではないかと思っております。その点については、この分析によ

って、特別支援だとか、支援を要する子どもたちにも有効に働くのではない

かと期待をしております。 

   うまくいくかどうかは、私たちの努力次第だと思いますので、そのあたり

のところも心に留めていきたいと思います。 

   ありがとうございます。 

林委員 

   やはり、小学校のときは大体の教科を１人の先生が見てくださっているの

で良いのですけれど、中学校になってくると、縦横のつながりがなくなって

くるので、担任の先生と話をしても、「ちょっと、その教科についてはわか

らないです。」と返ってくることが多いです。やはり、そういうつまずきを

もったお子さんの保護者の方といろいろお話をすると、中学に入ってからそ

の辺のことが見えにくくなっているということはよく聞きます。これが良い

方向に、そういう形でつながっていけばと非常に期待しておりますので、今

後とも頑張っていただきたいと思います。  

田中委員 

   小学校では、習熟度別の授業が効果があったことがあるのですが、中学校

で習熟度別というのは難しいですか。それは、考えておられませんか。 

中川学校教育課課長補佐 

   視察に行きました吉田町も、小学校・中学校で習熟度別で授業をされてお

りまして、私たちもすごく刺激になりました。現在、栗東中学校において、

少人数指導というのを、中学校の数学でさせていただいていますが、先生に

いろいろなことを聞けるということで、非常に効果があると思っております。 

   しかし、教員数、定数の問題もありまして、全ての学校で少人数指導がで

きるというようなところまで行っていないという現実があります。 

   それから、大体少人数の指導は、単純に名簿で割ったような形の試みしか

できておりませんので、今後、この分析を通して、有効でありそうだという

ことであれば、能力別や習熟度別に分けていくことも必要なのかという思い

でおります。 

（議長：野村市長） 

   ほかに。よろしいですか。はい、どうぞ。  
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池﨑委員 

   能力別や習熟度別ということを言われましたけれども、これは、能力に応

じて合った勉強を教えていくということだと思います。能力別に教えていく

ということは以前からありますが、それが今まではずっとできていなかった

ということは、何か理由があるのですか。 

福原教育長 

   習熟度別は、一度テストした後に、その到達度が順番で下の者と上の者を

分けるということになるので、非常に効果的な部分があります。池﨑委員が

言っていただいたような昔から取り入れられている方法なのですが、最近、

中学校でそれがとてもやりにくいという面があります。それは、子どものプ

ライドを傷つけられる、また自分は成績が下の方だということで、グループ

に入るのを嫌がる子が出てきたり、それをうまくフォローができないと、か

えって子どもの学習意欲を削いでしまうというようなことが、現実に例とし

て起こってくるわけです。それを、教員が避けたいという思いがあって、な

かなかそれに積極的に取り組めないという面があります。 

   ただ、それをもっと冷静に、Ａ層、Ｂ層、Ｃ層、Ｄ層というようなことに

なれば、細かく分けてあげるなり、あるいは、その取り組みを、主体的に自

分が選んで行くという、習熟度別の方法も採っている学校もありますので、

そういう方法も可能かと思います。 

   今後の課題として、学力テストの結果を生かして、もっと工夫して取り組

んでいけたらと思います。 

池﨑委員 

   以前から、高校でも３段階ぐらいに分けて能力別にやってきたという時代

もあります。先生が教えていくにあたり、成績の上の子に合わせたら下の子

が授業に付いていけなくなります。その点はどうかということが疑問でした

が、お話を聞いてわかりました。そういう経過があるわけですね。  

（議長：野村市長） 

   その他、何か、事務局からありますか。 

片岡教育総務課長 

   特にございません。 

（議長：野村市長） 

   皆様方から、その他何かございますか。 

池﨑委員 

   小学校、中学校の連携というか、交流というのは大変大事なことだと思い

ます。ちなみに、栗東中学校区では、以前から連携した取り組みをやってお

られますが、それは他校、他の二つの中学校でもそういう形というか、連携
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を進めていくことは考えておられないのですか。 

福原教育長 

   栗東中学校区で、小・中連携のお話をいただきましたが、さまざまなアイ

デアを出していただきながらということは、紹介もさせていただいています。 

   それぞれの中学校区で抱えている課題、子どもの状況であったり、そのバ

ックボーンにある家庭の状況も、中学校区や小学校区ごとで随分と違いがあ

りますので、一律に、その方法を教育委員会から「この形で。」というよう

な押しつけといいますか、そういうような指導を今のところ考えているつも

りはございません。 

   ただ、一定の成果をあげていることは十分に周知をする中で、それぞれの

学校、小学校区、あるいは中学校区の実態に則したプランを、それぞれでき

ちんと考えていくということを優先したいということには、教育委員会では

考えております。 

池﨑委員 

   わかりました。 

（議長：野村市長） 

   その他、よろしいですか。ありがとうございます。 

   先ほど、１番目の教育方針（案）については、修正をお願いできればと思

います。 

   拙い進行で、大変恐縮でございましたが、私の方の進行はこれで終わらせ

ていただきたいと思います。 

   どうもありがとうございました。 

片岡教育総務課長 

   どうもありがとうございました。以上、議題２項目につきまして、本日議

論いただきました内容を踏まえまして、今後、また成案としていきたいと思

います。 

   どうもありがとうございました。 

   それでは、これをもちまして、第２回の総合教育会議を閉会とさせていた

だきます。 

   本日はどうもありがとうございました。  

 

閉会宣言 １６時５０分 


